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ARIBからのお知らせ

第２８回通常総会の報告

第２８回通常総会の様子と議長の西田会長（株式会社東芝 取締役代表執行役社長）

6月8日、ホテルニューオータニにおいて第28回通常総会が開催され、平成20年度の事
業報告及び収支決算、役員の選任及び公益法人改革への対応等について審議し、事務
局提案のとおり議決して、滞りなく終了しました。
第28回通常総会において、議決された事項の概要は、次のとおりです。

１ 平成20年度事業報告及び収支決算について
(1) 事業報告
当会の設立14年度目である平成20年度は、通信・放送分野における電波の利用に
関する調査研究、研究開発、照会相談業務等のコンサルティング、情報提供業
務、普及啓発事業、電波利用システムの標準規格等の策定・改定、関連外国機関



との連絡及び特定周波数変更対策業務を実施したが、各事業とも順調に遂行する
ことができました。
すなわち、調査研究関係としては、①ＩＭＴ及びブロードバンドワイヤレスアク
セスに関する調査研究を始め7件の調査研究、②「次世代移動通信システムの周波
数共用技術」に関する調査検討を始め10件の電波有効利用試験研究及び③安全運
転支援システムを中心としたＩＴＳ情報通信システムの国際展開に関する調査研
究を始め8件の受託調査を行いました。
研究開発関係としては、デジタル放送システムを始め4件の研究開発を行いまし
た。
照会相談業務関係としては、無線回線及び伝搬障害防止に係る照会相談業務につ
いて1,120件の申込みを受け1,104件の処理等を完了しました。
情報提供業務関係としては、電波法関係告示、標準規格等のデータベースの整備
を行うとともに、電波の有効利用に資する情報をインターネットにより提供しま
した。
普及啓発事業関係としては、電波功績賞として総務大臣賞に1個人と1団体、社団
法人電波産業会会長賞に2個人と6団体をそれぞれ表彰するとともに、ＡＲＩＢ機
関誌を5回、ＡＲＩＢニュースを50回それぞれ発行し、電波利用講演会を3回、電
波利用懇話会を5回、技術セミナー1回をそれぞれ開催し、会員を始め電波関係者
に電波の利用に関する情報の提供を行いました。
標準規格の策定関係としては、Mobile Broadband Wireless Access Systems等５件の
標準規格の策定、HDTVデジタルSNG伝送システム等37件の標準規格・技術資料の
改定及びCDMA Cellular System標準規格の廃止を行いました。
特定周波数変更対策業務としては、アナログ放送とデジタル放送が混在した状況
で生じるアナログ放送の受信障害対策業務等を実施し、一般受信者の約2.8万世帯
の受信障害対策を実施しました。
特定周波数終了対策業務としては、平成16年度に指定を受けた業務を平成17年度
に完了し、平成20年度は新たな指定が無かったため、行いませんでした。
平成20年度も各事業計画を順調に遂行することができたことは、会員のご協力及
び関係各機関のご支援、ご協力の賜であり、厚く謝意を表するものであります。

(2) 収支決算
平成20年度の決算書の総括表は次に掲げるとおりです。
（別紙 貸借対照表総括表、正味財産増減計算書総括表、収支計算書総括表を添
付）

２ 役員の選任について
平成21年6月30日をもって現役員の任期が満了することに伴い、平成21年7月1日か
ら平成23年6月30日までの任期の役員が次のとおり選任されました。
（別紙 役員名簿を添付）



平成 年 月 日に公益法人制度改革 法が施行され、法律の施行から 年間の移行
期間の間に当会も公益社団法人への移行の認定の申請又は一般社団法人への移行
の認可の申請を行うことが求められることから、ひとまず一般社団法人へ移行
し、必要に応じ公益社団法人の認定の申請を行うこととする方向で、検討を進め
ることとなりました。
なお、基本方針が決定されたことを受け、今後は、①一般社団・財団法に適合す
る組織形態等の見直し、②定款、規程等の改正案の作成、③公益目的財産額の確
定及び公益目的支出計画の策定、④申請に必要な事項に係る総会の決定等が必要
となり、平成22年度中に移行することを目標に準備を進めることとなりました。

４ その他
西田会長から、6月末をもって任期満了により会長を退任することとなる旨、退任
に向けての挨拶がありました。

３ 公益法人改革への対応について





（常勤理事、非常勤理事及び監事について、それぞれ五十音順）
注 ＊印は再任を示す。

ARIBの動き

第２０回電波功績賞表彰式が開催される

6月8日、第28回通常総会に引き続き、第２０回電波功績賞表彰式が開催され、総務
大臣賞の受賞者の方々に石崎総務副大臣から表彰状が授与されました。



また、社団法人電波産業会会長賞の受賞者の方々に当会の西田会長から表彰状が贈
呈されました。

１ 総務大臣賞の表彰
(1)「高度衛星デジタル放送用伝送方式の開発」
高度衛星デジタル放送用伝送方式開発グループ
代表 田中 祥次 殿（日本放送協会 放送技術研究所主任研究員）

衛星デジタル放送において、強力な誤り訂正方式の導入などによる伝送容量の
拡大とＩＰパケット伝送に対応する高度衛星デジタル伝送方式を開発し、電波
の有効利用に大きく貢献した。

(2)「Super 3Gにおける高速パケット信号伝送方式の開発」
株式会社NTTドコモLTE方式開発グループ
代表 保田 佳之 殿（株式会社ＮＴＴドコモ 無線アクセス開発部部長）

移動通信システムにおいて、第３世代移動通信W-CDMA方式の更なる高速化に
向けてSuper 3Gの研究開発を行い、3GPP規格に準拠した250Mbpsパケット信号
の伝送実験に成功し、電波の有効利用に大きく貢献した。

(3)「モバイルＷｉＭＡＸ通信システムの実用化」
モバイルWiMAX開発実用化チーム
代表 田中 孝司 殿（ＵＱコミュニケーションズ株式会社 代表取締役社長）

広帯域移動無線アクセスシステムにおいて、周波数の利用効率の高い高速大容
量通信サービスを実現するモバイルWiMAX通信システムを実用化し、電波の有
効利用に大きく貢献した。

２ 社団法人電波産業会会長賞の表彰
(1)「コグニティブ無線通信技術の研究開発」
コグニティブ無線通信技術の研究開発コンソーシアム
代表 原田 博司 殿（独立行政法人情報通信研究機構 グループリーダー）

代表 竹内 和則 殿（株式会社ＫＤＤＩ研究所 ソリューション推進本部
ボイスソリューション部８グループリーダー）
代表 花岡 誠之 殿（株式会社日立製作所 中央研究所ネットワーク
システム研究部主任研究員）
代表 久世 俊之 殿（三菱電機株式会社 情報技術総合研究所無線ＩＰ
アクセス技術部専任）
代表 小花 貞夫 殿（株式会社国際電気通信基礎技術研究所
適応コミュニケーション研究所所長）



移動通信システムにおいて、周波数を高度に利用するコグニティブ無線のネッ
トワーク技術を研究開発し、その基礎技術を確立するなど、電波の有効利用に
大きく貢献した。

(2)「在来線デジタル列車無線通信方式の開発・実用化」
東日本旅客鉄道株式会社鉄道事業本部
代表 田中 伸一郎 殿（東日本旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部電気ネットワーク
部次長）
東日本旅客鉄道株式会社東京電気システム開発工事事務所
代表 吉田 勝弘 殿（東日本旅客鉄道株式会社 東京電気システム開発工事事務所
担当課長）
三菱電機株式会社情報技術総合研究所
代表 久保 博嗣 殿（三菱電機株式会社 情報技術総合研究所無線通信技術部部
長）
三菱電機株式会社コミュニケーション・ネットワーク製作所
代表伊村 真 殿（三菱電機株式会社 コミュニケーション・ネットワーク製作所
コミュニティ通信システム部技術第一課課長）

自営無線通信システムにおいて、高い周波数利用効率と高速移動環境下で通信
品質を確保する狭帯域デジタル無線通信方式を開発し、電波を有効に利用した
在来線デジタル列車無線の実用化に大きく貢献した。

(3)「１２０ＧＨｚ帯非圧縮ハイビジョン映像素材無線伝送システムの研究開
発」
日本電信電話株式会社120GHz帯非圧縮ハイビジョン映像素材無線伝送システム
開発グループ
代表 門 勇一 殿（日本電信電話株式会社 マイクロシステムインテグレーション
研究所
スマートデバイス研究部部長）
日本放送協会120GHz帯非圧縮ハイビジョン映像素材無線伝送システム開発グ
ループ
代表 正源 和義 殿（日本放送協会 放送技術研究所システム部部長）
株式会社フジテレビジョン120GHz帯非圧縮ハイビジョン映像素材無線伝送シス
テム開発 グループ
代表 稲田 智徳 殿（株式会社フジテレビジョン 技術開発局技術開発室室長）
ハイビジョン素材伝送システムにおいて、世界に先駆けて120GHz帯を利用し
た10Gbps無線伝送システムを研究開発し、非圧縮ハイビジョン映像素材の伝送
を実フィールドで実証するなど、電波の有効利用に大きく貢献した。

(4)「高分離度アンテナを用いた無線レピータの開発・実用化」
ＫＤＤＩ株式会社高分離度アンテナ無線レピータシステム開発設計チーム



代表 吉井 哲雄 殿（ＫＤＤI株式会社 au建設本部／無線設計部担当部長）
株式会社ＫＤＤＩ研究所高分離度アンテナ無線レピータシステム研究チーム
代表 井上 隆 殿（株式会社ＫＤＤI研究所 無線アクセスグループグループリー
ダー）
日本電業工作株式会社高分離度アンテナ開発製造チーム
代表 萩原 弘樹 殿（日本電業工作株式会社 アンテナ事業部技術グループ）
移動通信システムにおいて、高分離度アンテナとデジタル信号処理による回り
込み干渉波抑圧技術とを組み合わせた高出力型無線レピータシステムを開発
し、電波を有効に利用した携帯電話用無線レピータの実用化に大きく貢献し
た。

表彰式における
西田会長の挨拶

表彰式における
石崎総務副大臣のご祝辞

表彰式における
羽鳥選考委員長のご挨拶

第２０回電波功績賞を受賞された皆様



受賞者を代表して田中祥次様のご挨拶

電波の日記念講演会を開催

6月5日（金）、社団法人電波産業会及び情報通信月間推進協議会主催、総務省後援
による情報通信月間参加行事「電波の日記念講演会」が明治記念館の富士の
間(1)（港区元赤坂）において開催されました。
本講演会では、「電波利用の現状と今後の展望」をメインテーマに、総務省総合通
信基盤局の桜井俊局長から「基調講演」、ソフトバンクモバイル株式会社の松本徹
三取締役副社長から「ソフトバンクの電波利用サービスの将来像」、株式会社ニッ
ポン放送の重村一代表取締役会長から「電波の日に考える 災害報道とラジオ・・・
そして、これから」、モトローラ株式会社の小倉紳治代表取締役社長から「モト
ローラの日本における取組み」との演題で有意義なご講演を頂きました。
会場は満席となり盛会でした。ご講演の内容は、後日、ARIB機関誌No.65「電波の
日記念講演会特集号」（平成21年8月末発行予定）に掲載いたしますのでご覧下さ
い。



電波の日記念講演会の様子

総務省総合通信基
盤局

ソフトバンクモバイ
ル

株式会社ニッポン
放送

モトローラ株式会社

桜井俊局長 株式会社 重村一代表取締役
会長

小倉紳治代表取締役
社長

松本徹三取締役副社
長

電気通信・放送行政の動き

ITS無線システムの高度化に関する研究会」報告書（案）に対する
意見募集の結果及び報告書の公表

（平成21年6月５日総務省報道発表）

総務省は、「ITS無線システムの高度化に関する研究会」(座長：川嶋 弘尚 慶
應義塾大学大学院理工学研究科教授)において取りまとめられた報告書（案）
について、平成21年4月24日(金)から平成21年5月25日(月)までの間意見募集を
行ったところ、12件のご意見をいただきました。



今般、意見募集の結果を踏まえ、「ITS無線システムの高度化に関する研究
会」報告書が取りまとめられましたので公表いたします
今般、意見募集の結果を踏まえ、「ITS無線システムの高度化に関する研究
会」報告書が取りまとめられましたので公表いたします

編集者注：本件に係る経緯、意見募集の結果及び報告書の詳細につきまして
は、次のＵＲＬをご参照ください。
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/14422.html

＜関係資料＞
○ 「ITS無線システムの高度化に関する研究会」報告書(案)に対する意見募集

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/12211.html
※ 本研究会の配付資料、議事概要については、次のURLをご参照下さい。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/chousa/its/index.html

編集後記

6月は、1日の「電波の日」を中心として電波関係の各種イベントが多数開催さ
れ、当会も多忙な時期です。ちなみに「電波の日」は昭和25年
（1950年）6月1日に電波法、放送法及び電波監理委員会設置法が施行され、そ
れまで政府専掌であった電波の利用が広く国民に開放されたことを記念して制
定されました。
また、電波利用の一層の発展を促すことを目的に毎年様々な行事が行われてい
ます。
第1回目の「電波の日」記念日は昭和26年6月1日で、今年は59回目の記念日と
なりました。 ご参考までに。（山田）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/14422.html
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/12211.html
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/chousa/its/index.html
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